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ま
す
。
~
て
い
た
ゞ
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こ
の
よ
う
な
時
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す
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ら
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選
挙
[

二
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の
こ
と
な
ど
考
え
る
暇
な
ど
あ
る
も
~
さ
て
、
我
が
国
は

の
か
と
、
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え
の
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思
う
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す
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是
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ら
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~
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う
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。
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＜
A

る
の

万
円
ま
で

な
る
）

全
国
区
、
四
‘
六

0
万
円
（
前

後
）
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ

れ
が
全
部
で
、
一
五
！
六
億
と

な
り
ま
す
か
ら
疇
国
費
、
私
費

あ
わ
せ
て
六

0
億
円
の
金
が
、

ニ
四
日
間
に
つ
か
わ
れ
ま
す
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更
に
＼
政
党
や
団
体
が
つ
か

う
金
を
考
え
ま
す
と
、
お
ど
ろ

く
ぺ
含
数
字
の
金
が
、
日
本
中

で
つ
か
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

°

挙

な

ど

、

ど

う

で

も

よ

い

な
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っ
て
お
れ
ま
せ
ん
°
有
権
者
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、
こ
の

な

に

し

な

い
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よ

い

選

=＝=1 り の
選
挙
に
国
が
つ
か
う
費
用
け

、
四
六
億
七
千
万
円
で
候
補
者
が
、

せ
て
三
三
二
人
で
す
か
ら
、

一
人
に
、
一
、
四

0
0亡

費
が
支
出
さ
れ
ま
す
c

こ
の
う
ち
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当
選
サ
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二
七
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予
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さ
れ
一
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六
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万
円
の
国
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費
が
い
る
計
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す
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．

こ
の
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に
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つ
か
う
お
金
は
、

（
法
律
で
定
め
）
地
方
区
、

過
低
三

0
0

よ
っ
て
こ
と
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衆
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も
っ
て

、
こ
ー
を
補
[

よ
う
も
の
が
い
る
。
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に
は

gヽ

し

は
、
一
院
制
が
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
一
で
あ
る
。

た
と
言
わ
れ
る
が
、
日
本
は
、
二
院
』
要
す
る
に
参
議
院
は
‘
衆
議
院
と
共

制
を
主
張
し
今
の
参
議
院
が
生
れ
た

]
2
政
府
を
批
判
す
る
立
場
と
同
時
に

{
衆
議
院
の
方
も
批
判
し
、
そ
の
誤
り

9

の
で
あ
る
。

た
。
〖
、
そ
の
~
国
民
の
中
に
は
、
「
国
民
の
代
表
[
‘
、
行
含
過
ぎ
を
是
正
し
た
り
反
省

の
と
お
り
、
特
別
な
人
一
す
る
も
の
が
二
つ
あ
る
の
は
お
か
し
こ
を
求
め
、
国
民
の
本
当
の
意
志
を
反

構
成
さ
れ
、
選
挙
も
し
~
い
」
と
か
、
「
ど
う
せ
、
衆
議
院
の
三
映
し
た
政
治
を
行
な
わ
せ
る
よ
う
政

か

っ

た

。
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定

ど
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り
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る
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だ
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ら
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や
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議
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守
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務
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ア
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ー
~
あ
る
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と
か
、
サ
シ
ミ
の
つ
ま
の
よ
：
と
し
て
い
る
の
で
す
。

で
い
う
に
考
え
軽
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し
て
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る
も
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か
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衆
参
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。
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＼
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．
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又
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事
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断
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ま
す
。

而
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や
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れ
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あ
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いぎで 1 0 0 % -
がそ水貪事のしにの年又来風°い勅 た 今 一
なの曜ノが推たて大の今のは実事がる年‘
さ週日は特移殷お飢冷年記八際が最゜は農

願と＼と晨じ面元冨万〗ロニ賣の納三閉 ご塁孟：反喜誓り、慧喜塁:悶只は喜ぷ盃誓
いがに，ヽ＼ 9,- ー・9：・ で威十鎖五 の象六'k切分は目異作象出及月的い年黒計
申‘出町り‘‘上たげて

来政健今げ°る立協
.,..でいに尚お績九に月 でに時ラで注・‘然常．‘予しびまにの次点画

ご住別知が年よ三 是 応 - ジ あ 意 こ の 気 遠 報 て ‘ で 立でにのの
まを全後ま深事派力理民表ら確度り十 非じ村オるしの運象くはい気に証異は最前
す すな共すくがなに解のにせ定のまー ごたのに°てよ行には叫る象発 さ 常 太 小 提
ょ>財 完と感出成よと方示しし諸し日 活対広よ 計うを最天和°台作れ天陽の
うめ政納同謝来績・り格方すまま税ての 用 策 場 り 画なもも明二 設し て侯系年
＇｀るのに時申まをま別のよすしの昭出．下指 L..- 毎 す気とよ三十 直た いののに
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・ 和 59年度町税徴収状況明細表． ばし 枯の 発 パヒ 年すへと長上春今二い炉． 必た病害生こイメ◎の年農天期ょの年、 (O

; i 税 目 錮定頴収入涌饒料鳴疇
一←．ずがの虫がのの卜苗 J~ ツ林明予り農は稲

二 っ 激 が 予 害 駆 ピ 代 つ と 十 三 報ご作い作
| l町 民 税 心Ii翌｀底／屈詑ヌ函幻皐税床＜回て発媒察虫除ウ末で共八｀や苦業わ当
1 ；固定資産税心終2,939ノ2羽幻巧人ぶね？？¢ィ 界 以本が介さは ン期すに号四過心がゆ面

自勤車税， 夕92,/泌oI ic,:✓, 12(J ;,,, I/{',/) 上葉予すれ平 力の°早が年去の遅るの
:11 、・ エ四想るて年、管冷当やの事 れ 異 作

消費税辺／3．9SO 2II1.?StJ 0 /(J(') —ース枚さ委いの ツ 理 に 町 昭 記 、で、常業
ガス税 ？39,B3S 199、33S (J Iク。 ピ以れ縮る五 マ よよ和録し夏気

材引取税，157ぷ，95() 5？ふ？仰・ク／99 -- l上ま病の倍 グ るり二をょの象

~I.:z 宕9. ）2 ン／，エ攻媛gん妥弦7 ．，粉とす‘で以 口 凶姿十見う仕の

国民健康保険税Iぷ
-．剤な°縞‘上 ヨ 作を八ま°事為

3≪訟砂？ §噂2/95¢ 屈 (}I19." でれ葉この コ の 消 年 す とに
................................ 

盟斉 に れ す 平 四 を 雑 ン 草 省 ま除増蚕株三農年制しうよ禁割（口）是付りる H) ょて田苗て イょ地
共七してが9‘ 撒 草 コ の 力す草産組直‘協にし除つ物程肥非け秋心植◎ う 無 植 に い 現 モ う 区

を同月たお今 栗布のン繁にのはに合し桑にはま草てで度料努をの配付本° 前 、 な ま 在 チ ° 毎
行防四いり年イ毬す初溶茂努 で依精の後園準サす剤決すでは力六訪がは田 畠にるすの病 に
な除日とこはガ果る発液のめ除然進指のの備ッの P 定 。 、 特 元 し 月 れ あ ー初 苗ク恐が苗 共
＇う週 よ考れーの害様芽を甚ま草手願禅諸除しプで 0 す追に肥ま末がり般 期 の V れヽは• 同
゜＼間り ， え ら 般 発 虫 ‘ 程 用 しし剤労うを害草て剤今 P る肥窒重しま早ま的 の 育スが雨非 防
と十てのに生防 度いいょを働事充虫 お を 年 は 事 は 素 点 ょ で い す に管 成イあ期常 除
し日い駆害は除 の 時う上でで分の り使の初に八肥とうにとが七理 に粉りにに， を
てをま除虫六 時 は°手なし守駆 ま い 如 期 し 月 料 し ° 完 す 、 月 っ 剤 ま 入 立 9 行
B メすを発月 ツ乾 にさよっ除 すまく成まのの例 了れ前上 とをする派.: な
H イ°次生下 マ 燥使れうて等 °し不育し天多年 す ば 段 旬 め撤のとに い
nガ のが旬 ジ剤 ってが桑は ょ 順 を ょ 候 用 の る‘のに ま布で軟育 J ま
の一様遅で ン＿，・ プてい‘の養 うの抑うには八様植通な しし、弱っ し
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I i 雨肺りはかけてとまらぬ急制動年車0人吟右側はよい子の行く道帰る道＇
，一＊

ま を 一 を心でし口仕箸‘、こしい自戸も人留 ' 
＼しつ，‘ 誰がもま I畢祭闊をいわ転締すか守
4 よ な 殷 農 事け、すルにでをね時す車りれ多に
うぎ繁繁にてスがを励もしらをれやをばくし ， 

農繁期の防犯について
° ア 期 期 過 いキ ‘強ま皆てつねが農お忙なて :. :. ' 

キは防したを皆化れさはてらち機るし，る仕！．が農入の ア一月罪ア年て
ス隣犯てだ作さすまん＇：いいらば県そ索か崎多繁ら家炭乞忍キ五業にがキ農き農
押り心下きらんるすがけまアす涛：・かやらに＾い期；れが見正 日 直 じ ス 八 は ふ ス 繁 ま 繁
売近得さ、なのなよ安ますキ人どに疲で出のにてア毎平すに軒‘えな期し期
を所 い艇い ご ど う 心 せ か ス の を し れ す か は ア い キ 日均゜入の県昨どにたが
防が °繁 ょ 家 努 バ し ん ら は 忙 し た か ° け 家 キ ま ス 五にそら家下年のは°や
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う大二おえ犯少は不てあアの部 塾 ：
． 肱川土場木材相場表
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のに切つくし人し次幸おるキ他落戸：ァ
よしなは たのでのにきたス見に ご：
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忘た にま知下や を事た い き
れめ しぜらさら き故時｀め

や なに てかすいれ めの‘そる：
..'.'''...... o.......'..... 

ししんそとて尚初以 め：
まてのこうは六に上 0 0 0 0 ま
すいこでし本月おのて雨メ新の配を目南し：
°たと車い格下過事い戸モ聞ま達かに京ょ：
だ‘を日的旬しをるや書受まさけっ錠う
く歩運がなか下良°力をけ置れてくを r.., 

よ行転続梅らさく l入やいたいよ ぶ
う者すく雨七い守テれ牛て新るうら

' 、もる事と月°り王ソて乳あ聞。なさ
お充人とな中農をしヽ箱る‘ 方げ
願分は思り旬繁締るに，°牛 法，曹る

．いにもい喰こ期め゜力 乳 でな
’'い注ちまうかを切 ，ギ が 力，ど
た意るすつけ無つ や そ ギ人
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ヶ

月

の

,':、

,~ 勺'

玉
. -

長 寸 す ぎ ひふき ま つ

7⑳下 4 8 48 

41m 8” 上 5 0 5 0 
1 2 II 45 5 0 

4. 2 0 1 6 II 4 5 4 3 3 0 
3 0 II 4 6 4 6 3 :5 
7 下 3 1 ： ： 3. 0 8 上 38 

i 1 3 11 4 7 5 5 25 
3. 2 1 6 lI 4 4 4 5 30 

7 下 2 0 2 0 
2. 0 8 上 1 8 1 5 
l 1 6 If 22 2 2 2 4 

2. 1 3 0 II 3 0 2 8 2 5 
1. 0 1 2 上 1 0 1 1 

6層゚ 1 ．噂3『―上- 4 5 6 0 
！ 足 1 mにつき 5 0~ 7 0 

その他 ザ松バッルパルププ 1.5m~2. 1 m未口 6虚 J:12円円
i .1.5 m~2.1m未口 6cm上21

本表は 肱川町内の数自料動車な±:ど場の価格です（オす当り）
故に、運賃や市場手 差し引いたもので

昭和 40年 5月 林素〗〗バ
1), 

ぃ
喜彎

匠

｀
 

4，概
ヽ

よ

乾しいたけ相場表

県森連しいたけ共同

販売所に於ける相場

1，入札の月日 40．⑤27 

2，入札の箱数 300 

5，価 格高値、 2,350
(kg当り） 平均 1.950 

安値 9, 1,340 

要
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つ） し、 の

で
き
ま
す

か
ら
、
保

管
し
て
苓

い
て
下
さ

い。

△
も
し
、
入な

折

角

投

票

せ

て

も

、

そ

れ

が
無
駄
に
な
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
次
の
点
を
注
意
し
て
下
さ

い
。
そ
の
他
疑
間
が
あ
れ
ば
、

投
菓
す
る
ま
で
に
、
投
票
所
に

苓
る
係
員
に
聞
い
て
下
さ
い
。

0
入
場
券

△
六
月
の
終
り
ま
で
に
、

が
と
ど
き
ま
す
。

△
う
さ
さ
な
い
で
、

参
し
て
下

さ
い
。

△
他
市
町
村

へ
転
出
し

て
い
る
人

の
が
、
あ

る
と
思
い

ま
す
が
、

今
度
の
選

挙
で
は
、

自
分
が
帰

え
っ
て
く
＇

0

そ

れ

記

成

所

に

正

面

に

、

「

候

補

者

の

が

は

っ

て

あ

り

ま

す

か

よ

く

"

見
て
、
正
し
く
書
い
て
さ
い
。
~

0

か
き
そ
ん
じ
た
時
、
汚
れ
た
時

i

破
れ
た
時
な
ど
は
、
用
紙
を
と

り
か
え
て
く
れ
ま
す
。

0

代

理

投

痕

、

自
分
で
書
く
こ
と
が
、
出
米

な
い
時
は
、
管
理
者
に
申
出

の
院

無
効

反
対

の
投
祟
を
終

す

ぐ

会

場

外

に

出

て

い

投
祟
を
終
っ
た
人
が
会
場

に
と
ど
ま
っ
て
は
い
け
な
い

こ
と
に
な
っ
て
苓
り
ま
す
。

0

そ
の
他

1
用
祗
は
必
ず
投
祟
す
る
か
、

返

か

ん

し

な

な

り

ま

せ
ん
。

2
 

。
場

の

外

と

、

の

中

と

一

ヵ
所
づ
つ
は
っ
て
あ
り
ま

J

つ

こ
な

り
疇
ょ

た
り
珈
破
れ
た
と
き
は

5

と
り
か

て
も
ら
う
。

な こ
い と
°は
か
かの

＜ッ正は
°キしつ

リくて
と゜あ
かハるが

立合人

◎{終

先づ→地方区ー黒字の用紙

ヽ
‘ ‘ 
＼ご頂

‘ 

ー赤字の用紙

挙関係者｝以外は入られない。

｀→午後 6時麟
／ 

｛ 
中

中居谷
午後 5時


